










































































（大学側：日水）　公開講座であれば、過去 3年ほどの受講生にお送りしているので、600 ～ 700 人
ではないか。リピーターの方も多いので、実数ではその程度だと思う。オープン・クラスも















































































　　　三つ目に、先生方の中に 50 年後、100 年後のことも考えて研究している方もいていただき
たいと思っている。今の大学のことを分かっていないと言われるかもしれないが、だからこそ
言いたい。今の時代をどう生き残るか、今の時代をどうレイアウトしていくかを考えることも



























































細かいニッチ（隙間 ( すきま ) 的）なジャンルでも愛好者がたくさんいて、そこで好きなだけ
話をすることで自分が解放されるという魅力が大都市圏にあると思う。
　　　できれば、そのような隙間的な分野でかなり専門的な内容でも人々が集まり、若者に限らず
交流できる機会やオープンサロンのような場があるといい。一方的に聞く座学だけでなく、終
わってからも先生が入って、学んだことをぶつけ合ったり、好きなものについて語り合ったり
できるような時間・空間を提供できるといいのではないか。
　　　高校生に伝えるときも、座学で終わるのではなく、終わってから先生や学生が、大学の会話
はこんなに大人なのか、こんなにいろいろなことを知っている人がいるのかということを感じ
られる場をつくれば、大学生活に夢を持って来てもらえると思う。そのような時間・空間をう
まくコーディネートできる先生がいるといいのではないかと思った。
（水野委員）　世の中は働き方改革といわれ、大学の先生は全て結果や効率を求められている。大学
だけはそういうところから除外されなければならないのに、そういう現実を見ると非常に同情
する。生涯学習部門も、もう少しめりはりを付けて、絞るところは大胆に絞っていった方がい
いのではないか。大学はまさにポピュラー化、スター化が進んでいる反面、知の権威でもある。
このようなアンチテーゼ主義の時代なので、そういう部分がなければ今のままでは日本の将来
は不安である。その点でもう少し絞り込んで、人気商売の部分は人気商売に徹し、アカデミズ
－ 69 －
ムにしかできない部分とのめりはりをはっきり付けて、そのいずれも同じ富山大学というブラ
ンディングをして、その中で構成していくことが必要である。
　　　例えば Eテレで放送しているマイケル・サンデルの「白熱教室」のような講義を動画サイ
トに上げて、富山大学から発信し続けていけば、先生が毎週出ていく必要もない。さらに、ア
ンケートを取って、資料を作って、役所に出すという手間をできるだけ省くことも求められる。
私どもメディアを活用する部分と、直接学生と一緒に取り組む部分のめりはりを付けて、年ご
とに各カリキュラムを分けてやった方がいいのではないか。
（中西委員）　サテライト講座のサテライトは「衛星」なので、七つ、八つあってもいいような気が
する。一つだけでは、地球にとっての月ぐらいにしか見えない。通常、県内を大ざっぱに 4地
区に分けるが、各地区にそういう拠点が必要ではないか。既存の学校やカレッジセンターが幾
つかあるので、それらを利用してはどうか。現在、8学部 1人ずつが担当しているということ
なので、講座を充実させることを考えてもいいのではないかと思った。
（山﨑座長）　本日、皆さま方から頂いた貴重なご意見が今後の大学の生涯学習事業の円滑な推進と
拡充の参考になれば幸いである。
